
　昨年、一昨年と２年続けて、規模を縮小して総会を開催してきました。今年、通常の総会を開催することになり 　　もう何度も記事にしていますので、「職長教育」の内容
多少苦労しました。２年間の空白があり、段取りや準備、関係者への連絡、当日の時間配分など以前は決められ についてはご承知のことと思いますが、年に４回実施して
手順通りに実施できたことでも、これでいいのかな、とチェックに時間を要しました。 いる「現場の管理者」を対象とした安全教育です。
　総会は出席されたみなさんのご協力で滞りなく終了することができました。ありがとうございます。 　　製造系と建設系に分かれており、今回は製造系の職

長教育でした。 通常４月に職制への任命や人事異動が
あることから、５月の職長教育は受講者が安定しています。
　　コロナ感染防止で”討議方式”の実施がやりにくい状況
ですが、フェイス・シールドなど工夫して対応しています。

　　３年ぶりに通常通りの総会を開催いたしました。令和
　２年、３年と続けて、規模を圧縮しての開催でした。
　　今年、通常通りの開催とはいっても、コロナ感染防止
　のため 会食を伴う懇親会は 開催しておりませんので、 　　玉掛技能講習も、当協会にとってはなじみのある講習
　会場はLIXIL総合技術研修センター（宮の杜）を使わせ で、年に４回実施しています。重量物を釣り具を使って運　　
　ていただきました。 ぶ時に必要な資格で、荷物をワイヤーやチエーンを使って
　　審議に先立ち、神田会長から慎重審議をお願いした　 クレーンに吊る作業です。
　いと挨拶をいただき、総会を開始しました。 　 学科と実技がありますが、実技は外での講習となります　　
　　・第一号議案 ので天候の影響を受けます。今回は雨の心配はなかった
　　令和３年度の活動報告については、令和２年度に引 のですが、日差しが強すぎて、熱中症の心配をしました。
　き続き、コロナ感染防止のため活動が制限され、安全 　　テントを張り、日陰をつくって対応しました。
　衛生大会は対面で開催しましたが、説明会等、中止に
　なった事業もあり、影響を受けたことを報告しました。
　　活動の柱のであり、収入面でも重要な教育講習事業
　については、中止とした講習もありましたが、年間を通 　５月の定期資料送付時に「令和４年度の安全衛生標語募集」の案内をしておりますが、締切（５月末日）
　して、受講者数は減少傾向で、財政面でも厳しい状況 を直前にして、昨年より多くの事業場から応募をいただきました。ありがとうございます。
　にあることを報告いたしました。 挨拶する神田会長と三役のみなさん（右） 　締め切りましたら、すぐに選考作業に入り、５点の優秀作と１０点の入選作、２０点の佳作を選び、優秀作
　　・第二号議案 については印刷して、会員事業場へ送付させていただきます。なお、上記３５点の入選作については些少
　　会計報告として「貸借対照表」　「正味財産増減計算 ではありますが記念品を贈呈いたします。
　書」について説明をいたしました。前年度に比べて収入
　が１８０万円減収となり、最終損益は▲２２万円となった
　ことを報告しました。
　　・第三号議案 　５月の「協会通信」で、須賀川労働基準監督署からいただいた
　　２名の理事就任について、提案をし承認を得ました。 令和３年および令和４年の災害発生状況について報告して
　　新理事　伊林和広（日本工営（株）パワー＆デジタル） おります。　
　　新理事　西山隼仁（東レフィルム加工（株）福島工場） 　監督署として、発生している労働災害の状況を分析して労働
　　・第四号議案 災害防止の対策をまとめ、須賀川労働基準協会はじめ各災害
　　協会の業務の一つである「労働保険事務組合業務」 防止団体に対して取組強化を求める要請文が出されました。
　に関して、労働保険料の徴収と納付を遅滞なく処理し 　要請文には管内の労働災害を分析したリーフレットが添えら
　ていることを報告しました。 伊藤署長から祝辞をいただく れておりますので、今月の定期文書送付資料の一つとしてお

送りしております。
　　以上の４件の議案はすべて満場一致で承認され、審議は終了しました。審議終了後にご臨席をいただいた 　この記事では事業場が取り組むべき事項と業種ごとの取組を
　須賀川労働基準監督署の伊藤署長よりご祝辞をいただき、総会は無事終了いたしました。 提示しますので、各事業場の取組をお願いいたします。
　　なお、伊藤署長から「福島労働局の行政方針」がまとめられた、27ページにわたる冊子が提供され、県内の
　労働災害状況等について説明をいただきました。 　＜労働災害防止のため、事業場での取組＞
　　この冊子は須賀川労働基準協会ホームページからダウンロードできます。 　　１．経営トップの安全に関する方針宣言と社員への周知

　　２．社内の安全管理体制の見直しで活性化促進
　　３．事業場内の５Sの徹底で、事故件数の多い「転倒災害防止」
　　４．安全運転の励行で交通事故防止
　　５．事業場及び作業現場における「熱中症」防止

　　須賀川労働基準協会が主体となる活動ではありませんが、きわめて関係の深い福島県労働基準協会の総会
　が５月２４日に開催され、出席をいたしました。 　＜主な業種ごとの取組＞
　　県内には福島、郡山、いわき、会津、須賀川、白河、喜多方、相馬、の８つの基準協会が活動をしており、県 　　１．建設業　　　　　　　①墜落、土砂崩壊、重機との接触　等の防止　②工事現場の安全管理体制の確立
 協会は別組織ではありますが、福島県を代表して各地区協会を取りまとめる役割を担っております。 　　２．陸上貨物運送業　①交通労働災害の防止　②荷役作業災害防止
　　総会では過年度の活動報告がなされ、今年度の活動として、２年続けて中止となった福島県安全衛生大会 　　３．第三次産業　　　　①転倒防止のため職場内の危険個所の改善　②腰痛予防　③職場内の５Sの徹底
　を１０月に白河市で開催することが確認されています。

なお、須賀川労働基準監督署からいただいた文書・資料はホームページに掲載いたします。

【５月の協会活動】 

【福島県労働基準協会の総会】 　　　　５月２４日

＜職長教育＞　　　　5月12，13日

＜玉掛技能講習＞　５月２６、２７，２９日

＜安全衛生標語の応募状況と今後の予定＞　

【須賀川労働基準監督署から「労働災害防止」の要請】　　

【令和４年度　通常総会開催】　　５月２５日

（令和４年６月号）


